
 

 

エル・ペリオディコ紙（６月１７日付）掲載コラム 

 

共に取り組もう！ 

 

マリア・アレハンドラ・モラレス・アラナ 

 

 今年３月，日本政府の第３回 Juntos!!プログラムに参加する機会に恵まれた。Juntos!!

は日本の歴史と発展の理解促進を目指すだけでなく，習得に長い時間がかかるであろう日

本の良い習慣を他の社会においても実現することを促進するイニシアチブでもある。 

 

 ラテンアメリカは，危機を乗り越え，全ての国民の発展を実現するために必要な確固と

した基盤及び原則の上に社会を構築する術を，日本の経験や重大課題から学ぶことができ

るだろう。では，他国と比較し日本に優位性を与えた良い習慣とは一体何なのだろうか。 

 

 まず最初に，日本社会とラテンアメリカ社会の間の歴史的相違点に注目することが重要

である。この意味で次の二点を考慮する必要がある。日本の第二次世界大戦への参戦と，

終戦と同時に終わりを告げた帝国主義政策である。帝国主義から近代国家の特徴を持つ立

憲君主国として確立するまでの過程は，恐らく，日本史における最も興味深い教訓のひと

つであろう。権力の分散化により（国は）国民に権力を返還したが，それが日本の政治を

弱体化するどころか強化することとなった。 

 

 この事実から重要なことが分かる。より良い社会を実現することができるのは権力を誇

示する人間ではなく，より良い社会へと変化するために必要なのは，国民各々が社会の変

革に如何に取り組み貢献するかということである。 

 

 今回，日本の歴史や政治，文化について学ぶことにより，社会を構築する際の個々の価

値を再発見することができた。社会は，そこに所属する国民が個人としてもしっかり機能

することにより機能する。個人が集団に活力を与え，価値を付与する。団体としての原則

や価値，理想といったものは，そのメンバーが各々しっかりとそれを実行する時にのみ実

現するものである。つまり，社会とは，権力者を含めその社会を構成する一人一人を映し

出す鏡のようなものだ。 

 

 各個人はその社会の制度を確立するのに何らかの重要な役割を担う。つまり，規範や規

則が組織・機関となるために必要な価値や性質を（規範や規則に）与えるためには，その

社会が認める正当性・合法性が必要であり，その正当性は，規範や規則が信用され実際に

実践される場合にのみ存在する。 

 

 その意味で国民一人ひとりが一つの制度の変革過程において主役的役割を果たすと言え



 

 

る。もちろんグアテマラにおいても。この様な考え方は，グアテマラの現状に対処するた

めの重要な参考になり得る。 

 

 過去３年間，我々はグアテマラの制度の修正に徹底的に取り組んできたが，その作業は

まだ終了していない。一方，修正作業と並行して弱体化した制度の改革作業にも取り組む

必要がある。 

 

 日本が経験した学習プロセスを踏まえて紹介すると，社会において守るべきその原則や

価値を，その社会の一員として認識せず実践しない者には（制度の変革という重要な任務

を）委任する訳にはいかない。この前提に基づくと，全ての人々にある種の疑問が生じる

こととなる。“私は自分の社会の制度改革に向けて何をしているのか。現在の自分の（社会

的）地位から，法が尊重される文化を作り上げるために如何に貢献できるか。私は正直で

礼儀正しく，感謝の念を持ち，献身的であるか。全ての場所において真実と正義を守って

いるか。” 

 

 我々の行動一つ一つが我々の社会の在り方に直接的な影響を及ぼすことを忘れてはなら

ない。我々一人一人がグアテマラのために行動する国民になるよう努めよう。共に取り組

み，我々の国を作り上げよう！



 

 

 


